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新石垣空港整備事業
沖縄県

長期間継続
中
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【内訳】
利用者効果：
供給者効果：
地域企業・住
残存価値：10

【主な根拠】
需要予測（平

524億円
133億円
民効果：2
9億円

成25年度）

億円

：188万人

548 1.4

・国際旅
チャータ
便の就航
増加する
・観光産
の振興発
が図られ
る。

客
ー
が
。
業
展

継続

航空局
航空ネット
ワーク部

空港施設課
（課長　池
田　薫）

・現石垣空港は、滑走路長
1,500mにて暫定的に小型
ジェット機が就航している
ことから、一部の路線で重
量制限等の制約があるこ
と、現石垣空港周辺に航空
機騒音問題が発生している
こと、ILS（計器着陸措
置）が設置されていないた
め、視程不良時に遅延や欠
航が発生していることなど
多くの課題を抱えており、
事業を実施することでこれ
らの課題を解消することが
できる。また、増大が見込
まれる航空需要に対応し、
八重山圏域の振興発展に繋
がる。
・事業進捗率は約77%に達
しており、全ての用地取得しており、全ての用地取得
が完了している。今後の事
業進捗を図る上で制約とな
る要因はなく、平成24年度
には供用開始予定である。
・コスト縮減については、
各段階で取り組んでおり、
残る事業についても引き続
きコスト縮減に取り組んで
いく。
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